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Cクラスの遺伝子の欠損と八重咲きの花

　八重咲きの花は，本来おしべができるところにも花弁が形成
された花である。これはCクラスの遺伝子がはたらかなくなる
ことによって生じる。Cクラスの遺伝子がはたらかなくなると，
Aクラスの遺伝子がすべての領域ではたらくようになり，領域
1にはAクラスの遺伝子によってがく片が，領域2と3にはA
クラスとBクラスの遺伝子によって花弁が，領域4にはがく片
が分化してくる。また，Cクラスの遺伝子には，茎頂分裂組織
の活動を停止させるはたらきもあるため，Cクラスの遺伝子が
欠損すると，頂

ちょう

端
たん

分裂組織の活動が続く。すると，領域4でが
く片からの発生が繰り返され，がく片，花弁，花弁のセットが
入れ子状に形成され続けることになる。

　このようにA，B，Cの各ク
ラスの遺伝子からつくられるタ
ンパク質は，領域ごとに異なる
組み合わせの複合体を形成し，
調節タンパク質としてはたらく。
このため，領域ごとに異なる遺
伝子が発現し，領域に特徴的な
構造が形成される。また，A，B，
Cのクラスの遺伝子がすべて欠
損すると葉が形成されることか
らも，花は葉が特殊化してできたものだとわかる（図a）。

花のつくりは植物で共通しており，その形態は3つのクラスの調節遺伝子のはたらきによって形成される。動
物のホックス遺伝子と同様に，これらの調節遺伝子の種類と組み合わせが，花の形態的な特徴を決めている。

20

八重咲き植物の花の構造16

準備
園芸植物の八重咲きの品種と八重咲きでない品種（あるいは野生の原種）の花，ピンセット
方法
❶	ピンセットを用いて花を解剖し，がく片，花弁，おしべ，めしべの配置と数を記録する。観察結果を八重咲きとそうでない
ものとで比較する。

❷	それぞれの花の品種で，がく片と花弁の繰
く
り返
かえ
しがいくつあるかを調べて比較する。

▲図a　シロイヌナズナの野生型の花（上）
と八重咲きの花（下）

▲図a　A，B，Cのクラスの
遺伝子がすべて欠損したシロ
イヌナズナの花

▲図b　アサガオの標準型の花（上）と八重
咲きの花（下）

▲図c　ヤマブキの花（上）と八重咲きの花
（下：ヤエヤマブキ）
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